
2~４．現在及び将来を見据えた人材確保支援

○生産年齢人口の県外への流出や、転入者の減少などによる深刻な労働力不足を解消する
ため、熊本連携中枢都市圏事業として人材確保支援策を展開する。

現状・課題

事業概要

（予算額）71,200千円
（所管課）雇用対策課

○多くの大学生や高校生が就職を機に県外へ転出している状況。

○熊本管内の有効求人倍率は全国平均と比較しても高い状況にあり、加えて、世界的な半
導体関連企業の進出に伴い、今後数千人規模の新たな雇用が見込まれるなど、引き続き
深刻な人手不足が続いていく見込み。

○このような現状を踏まえ、人材の定着及び域外からの人材還流を促すためにも、熊本連
携中枢都市圏で連携し相乗効果を高めながら人材確保支援策を展開していく必要がある。

イメージ図
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○事業費： 71,200千円

○事業内容
熊本連携中枢都市圏でつながる人材確保支援策の展開

(1)【求職者向け】合同就職説明会開催経費【28,600千円】[拡充]

地場企業と求職者との出会いの場となる合同就職説明会を開催し、あわせて合同就職説明会
と連携した移住ツアーを実施する。

≪積算内訳≫
・くまもと都市圏合同就職説明会業務委託： 28,600千円

（2）【小中学生向け】しごと学びWEBライブ事業【12,000千円】
小中学生を対象としたキャリア教育として、サプライチェーン（材料調達から消費者に商品な
どが届くまでの一連の流れ）でつながる地場企業や地域産業を学ぶオンライン授業「しごと学
びＷＥＢライブ」 を実施する。

≪積算内訳≫
・くまもと都市圏しごと学びWEBライブ業務委託：12,000千円

(3)【大学生向け】地場企業インターンシップ促進事業【30,600千円】[拡充]

大学１～３年生を主たる対象に、県内外大学生等と地場企業との交流を通じて地場企業の魅
力を知る機会として、インターンシップ及び意見交換会を実施する。

≪積算内訳≫
・くまもと都市圏インターンシップ業務委託：30,600千円
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